


































































































































































































































































































た f学習：秘められた宝J](Learning: The 
Treasure Within）において これからの教育の
在り方として 4本の柱を提示しています。それ
は，円［！ることを学ぶ (learningto know) J, 
「為すことを学ぶ (learningto do) J，「共に生き
ることを学ぶ (learningto live together) J' r人













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学習権j勤草書房， 1973年） o 1970年代の「国
民の学習権」は，「子どもや青年にとっては，人
間的な成長・発達に不可欠な学習の権利であり，
成人にとっては，国民主権を担う主体としての
不世！？の自己教育の権利であり，さらにそれは，
専門的な学問・研究の自由と，その社会的責任
の視点を含む包括的な原理J（小川i利夫前掲書，
p. 182）として主張されました。しかし，社会
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教育学の小1利夫氏は「学問の自由jの問題は，
f今日なお一般にいわば［学校の自由jの問題と
してとらえがちであり，国民の思想－表現の自
由にもとづく｜学l~：i'J の自由J, したがってまた，
な意味で、の f沼氏教育の自由jの問
題としては必ずしも十分にとらえられていなしづ
と指摘していました（小川利夫前掲書， p.265）。
「｜主｜民の学習権jはもっぱら理念，思想として
られてきましたが， i九条俳句j不娼教事件に
おいて，はじめて「表現の自由Jと結びついて
が問題とされています。なお原告弁護
団が「大人の学習権」という言葉をj苦いたのは，
f子どもの学習権jと対比することで本裁判
を明示する狙いがあったことはすでに述べま
したが，今日のグローパル化した社会にあって
は，すでに「思民の学習権」という概念では狭
すぎるということも 弁護団が「大人の学習権」
という言葉を領府した意図にあると思われます。
布、は，本裁判を；通じて展開される「大人の学
習権jをめぐる論議に学びながら，この問題に
ついて考えていきたいと思っています。
これで，私の話しを終わらせていただきます。
ご静聴いただき，ありがとうございました。
（本稿は，平成28(2016）年 3月8日の第34@]
ペスタロッチ祭でおこなった最終講義をもとに
筆者が加筆修正したものです。その際，教育行
政学の窪田異二教授より貴重なご助言をいただ
きました。記して感謝申し上げます。）
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